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撮影距離の目安

レンズ収差について
光量について

カメラと被写体の距離は距離目盛に合わせるのが基本。但し、F16はある程度被写界深度が深い（ピントの合う幅が広い）。
F100レンズピンホールは距離が近くても遠くてもピントが合う。下の作例を参考にしよう。

晴れとくもり、屋外と室内では明るさが異なる。
絞りとバルブ機能を上手に使うと、暗いところでも印象的な撮影をすることができる。キットのレンズは収差（ずれやゆがみ）が発生する。

収差のあらわれ方を知っておくと、効果的な写真を撮影することができる。

ピントの合う範囲

カメラと被写体の
距離（m）

ピントの合う範囲

ピントの合う範囲 ピントの合う範囲
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開放はピントの合う幅が狭いの
で、カメラと被写体の距離は距
離目盛の通りにするとよい。
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被写界深度が深いので、被写
体との距離が前後にずれても
ある程度ピントが合う。
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被写体との距離に関係なく、
一様にピントが合う。

画面の中心に一番ピントが合う。周辺は強く流れる。
ハーフにすると周辺の流れがカットされ、画質がよくなる。

周辺は流れるが、開放よりピントが合う範囲が広い。
ハーフにすると周辺の流れがカットされ、画質がよくなる。

画面全体に一様にピントが合うが、
やや甘い印象になる。（バルブ1/2秒）

レンズ ： ピンホール＋三脚
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フル フル フルハーフ ハーフ

ピントが合うところ ピントが合うところ
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晴れ 明るい室内 夕方 夜

バルブ1/2秒

バルブ3秒 バルブ5秒

夕方
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写真表現の作例 フィルムカメラならではの作例を紹介。二重露光（フィルムを
巻かずにシャッターを2回切る）や長時間露光（バルブ撮影）を試してみよう。

動くものをスローシャッターで写す。

スローシャッター

フィルムを巻かずにシャッターを2回切ることでおもしろ写真ができる。

二重露光 ・ F16 ・ シャター2回 ・ 三脚使用

走る車のヘッドライトとテールライトの光跡が線として写る。

長時間露光 ・ F16 ・ バルブ30秒 ・ 三脚使用

手前から背景まで同じようにピントが合う。
わずか7センチのミニカーが本物のように見える。

ミニチュア ・ ピンホール ・ バルブ1/2秒 ・ 三脚使用

・ F16 ・ バルブ3秒 ・ 三脚使用 シャッター1/100秒

Q　フィルムが正しく巻き上げられているか心配です。
A　巻き上げのときに巻きもどしノブが回るかどうかを確認しましょう。*パトロー
ネの中のフィルムがゆるんでいる場合は回らないことがあります。巻きもどしノブを
矢印の方向に回してゆるみを取ってから確認すると良いでしょう。
Q　撮影が終わって巻きもどしをしたが、巻きもどしが完了しているか不安です。
A　巻きもどしノブを矢印の方向に回して、カチカチ音がする、巻き上げノブが回
るという場合はフィルム巻きもどしが完了していません。巻きもどしノブの回転が軽
くなり、巻き上げノブが回らなくなったことを確認してから裏ぶたを開けてください。
Q　フィルムを巻き上げたかどうか忘れてしまいました。
A　撮影したら巻き上げる、または撮影前に巻き上げるという手順を決めて撮影
しましょう。二重撮影を避けるためには、わからなくなってしまったときには、念の
ため１枚巻き上げてから撮影しましょう。

Q　シャッターで撮影したのにブレてしまった。
A　このカメラのシャッタースピードは約１/100秒ですが、カメラをしっかり構え
ていないとブレることがあります。両手でカメラを構え、脇をしめて、ゆっくりシャッ
ターレバーを操作しましょう。
Q　ファインダーをちゃんと見て合わせたのに構図がずれていました。
A　レンズとファインダーは位置が離れているので撮影距離が近いほどずれが生
じます。余裕をもって撮影距離をとりましょう。

Q　画面の片側の隅が黒くなってしまいます。
A　絞りレバーが正しい位置にない可能性があります。不安な場合はレンズ側か
らのぞいて、絞りが中心にあるか確認しましょう。
Q　レンズピンホールで撮影したら四隅が黒くなってしまいます。
A　レンズピンホールで撮影するときは撮影距離にかかわらずピント位置を∞・P
に合わせてください。近距離に合わせて撮ると周辺がケラレることがあります。
Q　レンズピンホールで撮影したら大きいゴミが写っています。
A　レンズピンホールはすべての距離にピントが合うのでレンズにゴミが付着して
いても写ってしまいます。撮影前によく確認しましょう。
Q　フィルムを入れた状態で裏ぶたを開けてしまいました。
A　撮影済みのコマは感光してしまった可能性がありますが、パトローネに入って
いる部分は大丈夫です。残り枚数があれば続けて撮影は可能です。
Q　フィルムを入れっぱなしで長期間放置しても大丈夫ですか。
A　カメラ内は遮光されていますが長い期間光にさらされると感光が進んでしまう
ことがあります。暗所に保管し、なるべく早めに撮り終えて現像しましょう。
Q　プリントしたが思ったような色に仕上がりません。
A　そんなときはネガを確認してみましょう。写っているものが濃すぎて確認できな
い、薄すぎてよくわからないような場合にも写真店でがんばってプリントしてくれま
すが、正しい色、正しいコントラストでは再現できない場合があります。濃すぎる場
合は露出オーバー、薄すぎる場合は露出アンダーです。経験値は次回の撮影に生
かし、適正露出になるように工夫してみてください。

*パトローネ：35mmフィルムが収納された金属製の遮光筒のこと。


